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1. はじめに 

モルタルに対するチューブホース(TH)で被覆さ

れた鉄筋(TH 被覆鉄筋)1)によるせん断補強効果，ま

たコルゲートチューブ(CT)内をグラウトし，そこに

通常の鉄筋(通常鉄筋)を挿入した補強筋(鉄筋内蔵

CT)2)による継手の曲げ性状を，単純梁方式の曲げせ

ん断試験を通じて実験的に検討した。ここでは前者

をディ―プ梁実験，後者を継手実験と呼ぶ。  

2. 実験について 

実験概要が表-1(a)(b)に示してある。TH は公称径

6.0mm，公称厚 2.0mm を，CT は公称径 10.2mm，使用

した。モルタルのセメント水比および砂セメント比

はそれぞれ 1.5 および体積比で 3.0 である。グラウ

トのセメント水比は 2.2 とした。これら詳細は既報

2)を参照されたい。せん断補強筋は，末端を 135 度

フックとした閉鎖形とし，折曲げ角度は 135 度，余

長は使用鉄筋の公称径の 6 倍とした。鉄筋 M4 に TH

を挿入した後，曲げ加工して作成した。 鉄筋内蔵 CT

は，鉄筋無挿入の CT が配置されている曲げ試験体

を作製した後(図-1)，足踏注入器でグラウト材を CT

内に注入し，続いて，鉄筋 D6 を芯に挿入して作製し

た。継手ありは，単体ブロックを，CT の両先端が合

うように並べ，次に，これらにグラウト材を注入，

さらに鉄筋を挿入して作製した。 

ディ―プ梁実験の試験体は，せん断補強筋と主筋

を型枠内に結束して設置した後，モルタルを流し込

み成形した。継手実験の試験体は，あらかじめ主筋

であるD10およびグラウトをしていない鉄筋内蔵CT

を型枠板の両側面中央に設けた直径 12.0mm の開孔

に通し，その後，モルタルを打設して成形した。継

目ありの試験体は，図-1 に示すように，単体ブロッ

クを並べて，グラウト材を上述の主筋と同様に，CT

内に注入した後，鉄筋 D6 を芯に挿入して作製した。  

各実験ともに，図-2(a)(b)に示すように，単純梁

方式の曲げせん断試験を実施した。なお，ビーム梁
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表ｰ1 実験概要

(a) ディ―プ梁実験

(b) 継手実験

鉄筋 チューブ

39mm×100mm D6 CT なし，あり 3

継手 同一条件試験体数
試験体

設計高×幅
主筋

布テープ

モルタル

STEP-1 複数の単体ブロックを作成

STEP-2 単体ブロックを接触させる

図-1 継手実験の継手ありの試験体作製手順(概略図)
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(b) 継手実験
図ｰ2 試験方法の概要
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本実験においては，前掲表-1(a)に示すように，せん

断スパン比を実験因子としている。 

3. 実験結果 

3.1 ディ―プ梁実験 

表-2 に，ディ―プ梁本実験の結果を示す。同表に

示すように，せん断補強筋なしかつ最小せん断スパ

ン比が 0.5 および 1.0 の群は，せん断スパン比が大

きい側，換言すると，せん断力が小さい側の区間で

せん断破壊した。これは，アーチ機構が卓越するデ

ィ―プビーム効果 3)が起因していると考えられる。

なお，この最小せん断スパン比が 0.5 の試験体のせ

ん断スパン比が 2.5 の区間については，最大せん断

力が推定で 49.6kN 超であり，チューブありの試験

体のせん断スパン比が 0.5 の区間と比較して，最大

せん断力が大きい。このことから，チューブありの

試験体は，補強筋なしの試験体と比較して，ディ―

プビーム効果が小さいと推察される。 

3.2 継手実験 

図-3 に，継手実験の荷重-見掛け中央たわみ関係

を示す。同図より，全ての継手なしの群は，継手あ

りの群と比較して，最大荷重の差は見受けられない。 

4. おわりに 

本論で得られた知見を次のように整理する。 

1) TH で被覆したせん断補強筋を配したモルタル

への補強効果については，明確な結果を得るこ

とができなかった。 

2) 単純梁方式の曲げせん断試験における荷重-た

わみ関係に及ぼす本研究で提案した鉄筋内蔵

CT による継手の有無の影響は認められない結

果を得た。 
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図-3 継手実験の荷重－見掛け中央たわみ関係
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*せん断スパン比が大きい側(せん断力が小さい側)でせん断破壊
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39.1 42.8 59.5

設計せん断スパン比

42.5 48.3 51.7
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補強筋

表-2 ディ―プ梁実験の結果一覧
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